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研究成果の概要（和文）：国境を接する中国の南部とベトナムの北部では、歴史的に人々の往来が盛んに行われ
てきた。本研究では、中国側では広西チワン族自治区の東興市、ベトナム側ではクァンニン省のモンカイを中心
都市とする、国境地域の沿岸部に焦点をあてて調査を行った。人々は婚姻や友人関係を通じて経済活動を行い、
頻繁に国境を越えている。扱われている商品は、今日の輸送技術の恩恵を受けて広範囲に移動している。人々の
あいだには文化的な共通性があるが、中国とベトナムの双方において、国防上の理由から特徴的な宗教施設が現
在建設されていることも確認した。

研究成果の概要（英文）：The border between China and Vietnam is positioned between the southern part
 of China and the northern part of Vietnam. For this study, we have chosen the borderland coastal 
area as our research site. The central cities in the area are Dongxing in Guangxi province in China,
 and Mong Cai in Quang Ninh province in Vietnam. Throughout history, the people living in the border
 area have often crossed the border and lived on both sides. Today, they often cross the border for 
their business activities, utilizing their social relationships through marriage and friendships. 
The goods that are bought and sold come from remote places such as Guangzhou, Yiwu, and Ho Chi Minh 
City. The cultural traits shared by the peoples living in the China/Vietnam borderland can be 
detected. However, we have also discovered that both the Chinese and Vietnamese governments are now 
constructing religious facilities in the border area, for the purpose of national defense in the 
border area.

研究分野： 文化人類学
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１． 研究開始当初の背景 
 
(1) 従来の文化人類学の市場（いちば）に関
する研究は、市場内の商取引の微細な観察か
らミクロなモデルを提示することに特徴が
あった。例えば、クリフォード・ギアツの著
名なバザールの研究では、個々の商人が取り
結ぶ顧客との関係をモロッコの市場の特徴
として提示している。いっぽう、市場につい
てのマクロなモデルとしては、共産主義革命
前の中国四川省の事例にもとづく、ウィリア
ム・スキナーの中国社会の市場構造論が有名
である。中国の農村は市場町や都市と網目状
につながり、農村の定期市で提供される商品
は、より高次の市場町で提供される商品との
関係で、位置づけが決まる。しかしながらミ
クロなモデルにせよ、マクロなモデルにせよ、
一国内における市場を想定しており、国境地
域の市場や、国境を越えて流入する商品と自
国で生産されて供給された商品の差異につ
いては、従来の文化人類学の研究のなかで十
分に考慮されることがなかった。 
 
(2) 研究代表者は、2010 年から 2012 年にか
けて、ベトナム北部のハノイと中越国境地域
のベトナム側において、中国とベトナムのあ
いだの人々と物の交流を具体的に観察する
機会に恵まれた。そのなかで、中越国境地域
における諸民族のあいだのエスニック・バウ
ンダリーをめぐる動態を、物質文化を手がか
りにして考察するという研究計画を発想し
た。 
 
２．研究の目的 
(1) 中越国境地域の事例は、世界の他地域の
国境貿易と比較するうえで、きわめて重要で
ある。現在のベトナムにおいては、多くの日
用品が中国からの輸入品であるにもかかわ
らず、中国とは友好関係にあるというよりは
緊張関係にある。とくにベトナム北部では、
1978 年から 79 年の中越紛争によって、華人
の多くがベトナムを離れた。古くからの華人
の存在や中国の文化的影響は現在でも大い
に見られるが、これらの現象はベトナム政府
の側から、とくに多数派民族であるキン族の
立場からの研究では、意図的、無意図的に今
も視野に入れられていない。そのためベトナ
ム北部の中越国境地域は、輸入品が国家や民
族のなかでどのような意味を与えられ、流通
し、用いられているのかを研究するうえで最
適の調査地になる。 
 
(2) 中越国境地域の民族の動態については、
ベトナム研究者や人類学者による日本語の
先行研究がすでにあり、中越国境貿易につい
ても中国広西チワン族自治区の側から報告
した日本の経営学者の研究などがある。しか
し、歴史的に中国と東南アジアの交流の舞台
であったトンキン湾に面し、中越交流の結節
点である都市モンカイを含む、ベトナム・ク

ァンニン省では、文化人類学はもとより、他
の人文・社会科学の分野でも、日本人による
調査研究が今までまったく行われていない。
そのため、そこに住む民族、その地にゆかり
のある人々、そして彼らの暮らしぶりを調査
することに意義が認められる。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究代表者は、主としてベトナムのホア
族（華人）を研究しているため、ベトナムの
キン族と、ホア族以外の少数民族を研究する
人類学者との共同研究という方法を採用し
た。ベトナム北部のキン族を研究している人
類学者、ベトナム南部のチャム族を研究して
いる人類学者が研究分担者となった。また、
中越紛争後に、ハノイやクァンニン省の華人
の多くが中国へ帰国し、現在では広西チワン
族自治区や広東省に多く居住していること
から、中国本土における東南アジアからの帰
国華僑を研究している人類学者も研究分担
者になった。さらにベトナムにおいても中国
においても、現地の研究者の協力なくしては
実地調査を行うことができないため、両国の
研究者を海外共同研究者として要請して実
地調査を行った。 
 
(2) 初年度は、共同研究メンバーがハノイに
集合して打ち合わせを行った後、ベトナムの
海外共同研究者とともに、中国との国境貿易
を行っているベトナム・ランソン省のタンタ
インと、クァンニン省のモンカイを訪れて実
地調査を行った。実地調査の方法は、文化人
類学のフィールドワークに特徴的な参与観
察とインタビューである。2 年目には、中国
の海外共同研究者の協力を得て、タンタイン
の中国側にあたる、広西チワン族自治区の憑
祥市と、モンカイの中国側にあたる東興市で
実地調査を行った。そして 3年目には、ベト
ナムのモンカイから中国側へ出国し、東興市
の実地調査の後、ベトナムへ再入国すること
で、中国とベトナムの両国において、出入国
後の空間がどのように整備されているのか、
出入国管理がどのように行われているのか
について、参与観察を行った。このほか、中
国ではベトナム向け商品の卸売市場のある
広東省広州市や、中越国境地域に相当する
「欽廉」地区の中心都市である欽州市、京族
（ベトナムでのキン族に相当する）が多数居
住する防城港市でも調査を行った。また 1970
年代から 90 年代にかけてベトナム難民を多
く受け入れ、現在もベトナム系住民の多い香
港特別行政区でも調査を行った。いっぽうベ
トナムでは、ハノイ市やクァンニン省などの
北部のほか、華人人口が多く、中国製品も多
く流通する南部の中心都市ホーチミン市に
て調査を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 国境地域に住む人々は婚姻や友人関係
を通じて経済活動のために頻繁に国境を越



えて往来している。朝に国境の門が開くと、
ベトナムから多くの女性が果物などの品物
を担いで中国へ入国する。なかには、国境が
開いている日中に、ベトナムと中国を何度も
往復して品物をもっぱらに運ぶ「運び屋」を
している女性もいる。中国へ来た物売りのベ
トナム女性は夕方、国境の門が閉まる時に、
自分の売れ残った品物と、新たに中国で買っ
た品物を持ってベトナムへ帰る。しかし中国
側で朝に会ったベトナム女性のなかには、中
国の友人の家に一泊して前日帰国しなかっ
た女性もいた。中国側でベトナム製品を売る
店を出している、あるベトナム女性は、中国
人の夫がベトナム製品を広東省などへ卸す
仕事をしている。中国で会った、あるヤオ族
（ベトナムの民族名では「ザオ族」）の女性
は、ベトナムから中国へ嫁いだ親類を頼って、
3 か月の旅行ビザでベトナムから中国へ入国
して働いていた。 
 
(2) 国境地域の都市で扱われている商品は、
今日の輸送技術の恩恵を受けて中国とベト
ナムのあいだを広範囲に移動している。中国
広州市で会った、あるベトナム人女性は、ベ
トナムの大学で学んだ中国語を生かし、中国
製の衣服をベトナムへ輸入する商売をして
いる。彼女は毎月のように広州へ来て商品を
買い付け、特定の輸送業者（ベトナム人と結
婚している中国人男性）に頼んで品物をハノ
イへ運んでいる。ベトナム南部で売られてい
る中国製品も、いったんベトナム北部に入っ
てから南部へと運ばれている。なお実地調査
では、アフリカ人商人が衣服を買い付ける広
州市の商業地区や、マレーシア人観光客が衣
服を買うベトナム・ホーチミン市の商業地区
も訪れた。前者ではアジア人向けではなく、
アフリカ人向けの図柄がプリントされた布
が商品として用意されてあり、後者ではマレ
ーシア人観光客と同じイスラーム教徒のチ
ャム族が商店の売り子として働いていた。国
際貿易の隆盛について、商業従事者からは卸
値と売値のあいだのマージンの大きさに関
係づけた説明を聞くことが多かった。その説
明は国際ブランドの化粧品や煙草など、グロ
ーバルな商品については妥当だと考えられ
る（例えば、同じアメリカのブランドものの
シャンプーであっても、中国で製造された中
国向け商品よりも、ベトナムで製造されたベ
トナム向け商品のほうが安い）。しかし交通
と運輸の発達によって、大きな地理的範囲を
舞台にして、民族文化に特化したローカルな
商業が展開されていることにも気づかされ
た。 
 
(3) 国境地域に住む人々のあいだに文化的
な共通性が、今なお存在することを確認した。
歴史を通じて人々は中国からベトナムへ、あ
るいはベトナムから中国へ移り住んでいる。
その移動が婚姻によって生じる場合もある。
人と物が交わる国境地域の人々の共通語に

なっていたのが、「白話」という中国広西の
広東語である。国境地域のベトナム側の市場
には、少数ではあるが「白話」を解する人が
今もいる。国境貿易が盛んであることから、
中国製品やベトナム製品が国境地域では相
互に使われている。食文化の面では犬肉や
「ソイエック」という米粉を使った食品が売
られている。宗教の面では、犬の石像、門口
の呪符、紙銭、廟に祀られる神格、祭礼など
に共通性が見られる。 
 
(4) 国防上の理由から、中国とベトナムの双
方が国境地域に特徴的な宗教施設を近年建
設しつつあることを確認した。ベトナム・ク
ァンニン省には、かつて「ハーコイ」と言わ
れた市場町があり（現在の地名は「ハーイハ
ー」）、華人の商店が並び、華人が祀る観音廟
があった。その観音廟は 1954 年の南北ベト
ナムの分断を機に、この地の華人とともに南
ベトナム（ベトナム共和国）へと移った（芹
澤 2009）。その後の社会主義化によって観
音廟などの宗教施設がなくなった後、近年に
なってキン族がハーイハーに仏教寺院を建
設している。また中国側の東興市では、モン
カイのキン族の廟の、川をはさんで向かい側
にあたる場所に関帝廟が新たに建設されて
いる。関帝はベトナム南部ではキン族にも人
気のある神格であるが、国境地域の中国側で
は中国の武将としての側面が強調されてい
るように思われる。いっぽうベトナムの側で
は、国内に侵入してきた元軍を退けた国家英
雄のチャン・フン・ダオ（陳興道）が、国境
地域に多く祀られている。実地調査の時期は、
中越関係の悪化から、国境貿易が以前ほど活
発には行われていなかった。しかしいっぽう
で、政治的な緊張の高まりから、両国のあい
だの国防上の動きを宗教施設からうかがう
ことができた。国防と宗教の問題は、民族と
交易の問題と同様、国境地域を考えるうえで
今後も注視すべき重要な課題である。 
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